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Autodeskは、BIM技術をベースに、Revit Building・Revit Structure・Revit MEPなどの各職種に適した一連

のソフトウェアを適用することにより、ソフトウェアプラットフォーム内部のビュー環境とファミリーライ

ブラリ設定により多職種間の協同作業をサポートし、専門工種間のデータ転送は共同参照（Link）モードと

共有（Share）モードで行う。このような協同方法は建築遺産のある期間のプロジェクト管理にも適用され、

補修設計、解体工事とプロジェクト管理の協同作業を実現する。 
5.1 断面図 

CADで平面、立面と断面を描く場合、このプロセスは通常の図形描画順序と一致するように見えるが、

時間がかかる。これに対してRevitプラットフォームを使う場合には、組み立てたモデルは、簡単にビュー

を切り替えることができる。前の段階は各部材を完成し、次の段階は二つ部分に分かれ、瓦石と大木は下

から上に構築する。SKETCH UPにも限界があり、SUモデルを構築すると、次の段階を進めない。これは

SUではモデルデータが大きく、ハードウェア構成に要求が高いためであるが、これに対してRevitで構築

された三次元モデルは、これらの制限がない。 
5.2 リンク 

構築された情報モデルにおいては、豊富な表現効果を達成するために、これをリンクすることで、部材

の破損イメージや点群（Point Cloud）と分析グラフなどにリンクすることができる。筆者はBIMを用いる

ことで、結果を一目瞭然で表現できることは特に重要であると考えている。またリンク機能は部材の実際

の状況をよりよく表し、これもモデルと部材の破損状態に関連づけることができる。 
 

図10 写真と部材のリンク 

 

6.まとめ 

地震や洪水などの自然災害が頻発しているため、建築遺産が災害に脅かされる可能性がある。しかし、事

前にBIM技術を駆使して、遺産に関する情報はすべて記録しておけば、万一破壊されたとしても、記録され

たデータをもとに遺産を修復することが可能になる。 
時代の進歩と発展に従って、記録は伝統的な意味にとどまらず、新しい理念と技術を融合することにより、

インテリジェント化、情報化と持続可能性のある方式を実現できる。遺産記録観念を更新し、BIM技術を中

心として、他の関連技術を集積し、建築遺産記録の情報化技術体系の枠組みを形成し、次第に建築遺産のマ

ッピングと記録構造の情報化と知能化を促進させることにより歴史資産保全の新しい地平を展開したい。 
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This paper describes the process of publishing “a disaster memory book” towards disaster memory inheritance and the 
lesson learning process from past disaster. Normally, people forget the happenings, their struggles of the disaster time, 
and the post-disaster recovery processes. Before the 2015 Nepal earthquake, Nepal has experienced many disasters 
including the biggest earthquake in 1934 but since there does not exist any kind of documentation explained detail the 
condition of evacuation sites, the victim’s experience and their responses, the lessons from past disaster memories could 
not be included in disaster risk reduction strategy. Thus our team planned to compile a book as “the memory of the 
2015 Nepal earthquake, experiences of local residents utilizing traditional resources”, which contents are based on field 
surveys conducted immediately after the earthquake. 
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１．はじめに 
 
本稿では、筆者らによる一連の調査

研究に基づいて災害の記憶継承を目指

した出版活動について報告をする。災

害は起きて時間が経過すると忘れて行

く。災害時の恐ろしさ、悲しさ、困難

さ、そして、それらを如何に乗り越え

たかを次世代に伝える必要があり、そ

こからの教訓こそが防災・減災につな

がる1)。 

 2015年ネパール地震から今年4月で5

年たつ。復興活動はゆっくりだが、少

しずつ進んでおり、被災地では、再建

済みまたは、再建中の住宅や文化遺産 

  

写真１ 出版物の表紙（左：裏表、右：表紙） 
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が数多くみられる。震災直後から1・2年

は建物の耐震強化や備蓄を含めた防災活動

に国民の興味が多く寄せられていた。しか

し、時間が立つにつれ、震災前と同様な高

層化した民家が多くみられ、国民の防災・

減災に対する意識も薄れつつある。 
 筆者らは2008年からネパールの歴史都市

パタンを対象とした防災計画研究および防

災まちづくり活動を行ってきた2)3) 。2015年
の震災直後も地域コミュニティを対象とし

た集団インタビューや被災者世帯を対象と

した個別インタビュー調査を行い、避難生

活の状況や地域コミュニティによる共同的

災害対応について明らかにした4) 。しかし、

当時のインタビュー調査および地域コミュ

ニティとの集団インタビューで得られた被

災者の生の声をそのままにするのではなく、

集合的記憶として捉えられ、その教訓を今

後の災害対策に行かせられるよう出版する

ことが重要と考え、特に現地の被災者がよ

り活用できる形で出版活動を行うに至った。 
 
2．対象地の概要と調査方法 

 
調査対象地はネパールの首都圏カトマン

ズ盆地パタン旧市街地の世界遺産範囲内に

位置する街区である（図1）。この街区の中

心にはナグバハ、イラナニ、クティバハと

いう三つの中庭とその中庭を介した地域コ

ミュニティ・トル（町内会）が存在する。

また、対象街区内には、これらの中庭以外

に観光地でもあるクワバハ（ゴルデン・テ

ンプル）が位置する他、複数の小規模の中

庭が存在する（図2）。筆者はこれまでの一

連の研究5）において、中庭空間が宗教性お

よび居住性が重なり合う重要な居住空間で

あることを示している6)。震災時にこれら

の伝統的中庭をどう活用し、中庭を囲む4～

5建ての垂直型ネワール民家に生活する被災

者の経験を当出版物にまとめている。 

出版物の内容のほとんどは震災直後の個

別および集団インタビュー調査で得られた

発言であるが、個別インタビューは55名に

2015年11月30から12月5日にかけて実施して

おり、5日にはナグバハ、イラナニ、クティバハという3つのトル（町内会）のトルリーダーや有識者、居住

者を対象として集団インタビューを行っている。 

個別インタビュー調査は、対象街区内の表中庭・裏中庭に隣接している住居から各中庭で1世帯以上をラ

ンダムに訪問して地震発生から調査時までの生活の様子をあらかじめ用意した質問項目に沿って行った。集

 
図１ ラリトプル市パタン旧市街地と研究対象地の街区 

 
 

 
 

図2 調査対象の街区 
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団インタビューはナグバハ，クティバハ，イラナニの3つのトルからの参加者を各々のグループに分け，各

中庭における地震発生から調査当時までの様子をグループ内で話し合いながらベースマップ上に記載しても

らった。参加者数はナグバハルからは6人，クティバハルからは3人，イラナニからは4人の計13人である。 

  
３．災害記憶継承のための出版物の企画 

 
出版物の企画の際は、災害記憶継承とい

うことで、継承の対象、継承の内容、継承

の方法、継承の主体を表１の通りとし、出

版企画を進めた。 
災害記憶継承の対象は被災者やその後世

を初め、災害復興の支援に関わる国内外の

支援者・専門家など広範囲とした。継承内

容は主に被災者の経験を示し、災害の恐

怖・災害対応の課題・教訓を伝え、防災教

育・防災活動に活かすこととした。その際

は、現地の居住文化、歴史環境や歴史空間

の特性を表現することに着目し、これらが

災害時に如何に変化し、また、如何に活用されたかを示すことで、伝統的地域資源の再評価を目指した。 
継承方法は、出版物を学術的なものだけではなく、子ども・高齢の方々など多世代が気軽に読みやすいも

のにするため、「イラスト」中心とした上で、「ネパール語」と「英語」のバイリンガル言語で記載し、国

際社会においても読み物になるよう努めた。また、多くの方々に目を通してもらえるよう現地の地域コミュ

ニティを初め、自治体、教育機関の図書館に寄贈することとした。継承の主体は、対象地の地域コミュニテ

ィ、自治体、教育機関そして筆者ら所属の研究所といえる。今回の出版活動においては現地の方々に編集や

印刷過程に参加させることで、地域コミュニティが受け身ではなく、主体としても実感してもらうこと、ま

た、出版イベントの開催などを通して、災害記憶の共有と今後の防災まちづくり活動に積極的に参加しても

らうことを目指した。 
 

４．出版物のデータ整理・構成 

 
被災者個人の経験をそのまま表現するものは出版物の内容の80％

占めるようにし、研究として取り組んで得られた成果を示すものは

コラムとしてまとめた。また、歴史都市の居住文化についての下地

知識としてAppendixという形で記事も載せた（図3）。 
 

（１）「被災者の経験」の内容 

まず、被災者の経験談を①震災時、②震災直後、③避難生活期、

④仮住まい期という復興過程のフェーズごとに分けた。また、各フ

ェーズの中でも①では「最初に感じたこと」「最初の反応」、②で

は「オープンスペースまで避難した時の状況」、③では伝統的「中

庭空間の状況」「生活の実態と地域コミュニティの対応」「地域コ

ミュニティによる支援活動」「避難生活時の課題」「避難生活期に

見られたポジティブなこと」「避難生活経験からの教訓」、④では

「自宅戻ってからの空間利用の変化」という小見出しにした。それ

ぞれの見出しには2つ以上のイラストや被災者からの発言を記載した。 
 

（２）研究成果を示す「コラム」の内容 

これまでの筆者らによる防災まちづくり活動から得られた成果を「将来の災害にどう備えるべきか」とい

表１ 出版物の企画内容 
継承の対象 
「誰に」 

 被災地の方々、国内外の方々、 
 支援活動に関わる方々、専門家、など 

継承の内容 
「何を」 

 被災した方々の体験・経験・想い 
 歴史都市の居住文化・地域資源を活かした災害 
  対応・課題・教訓 

継承の方法 
「どのよう

に」 

 英語とネパール語のバイリンガルの出版物 
 「イラスト」を中心とした表現 
 現地の地域コミュニティを初め、自治体、教育 
機関の図書館に寄贈 

継承の主体 
「誰が」 

 対象地の地域コミュニティ（トル） 
 自治体 
 現地の教育機関（小中高等学校、大学） 
 立命館大学歴史都市防災研究所 

 

 
図3 出版物内の目次 
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ぞれの見出しには2つ以上のイラストや被災者からの発言を記載した。 
 

（２）研究成果を示す「コラム」の内容 

これまでの筆者らによる防災まちづくり活動から得られた成果を「将来の災害にどう備えるべきか」とい

表１ 出版物の企画内容 
継承の対象 
「誰に」 

 被災地の方々、国内外の方々、 
 支援活動に関わる方々、専門家、など 

継承の内容 
「何を」 

 被災した方々の体験・経験・想い 
 歴史都市の居住文化・地域資源を活かした災害 
  対応・課題・教訓 

継承の方法 
「どのよう

に」 

 英語とネパール語のバイリンガルの出版物 
 「イラスト」を中心とした表現 
 現地の地域コミュニティを初め、自治体、教育 
機関の図書館に寄贈 

継承の主体 
「誰が」 

 対象地の地域コミュニティ（トル） 
 自治体 
 現地の教育機関（小中高等学校、大学） 
 立命館大学歴史都市防災研究所 

 

 
図3 出版物内の目次 
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4 

うタイトルにして掲載した。成果①としては防災マップ、成果②はナグバハ地区防災指針、成果③は避難生

活期に役に立った物（備蓄品リスト）である（図4, 図5）。 

  
図4 成果①防災マップ 図5 成果③備蓄品リスト 

 
（３）その他 

Appendixには被災地の階毎で生活空間を分離するネワール民家の特性および仏教僧院の建物やモニュメン

トと民家が共存する中庭型集住体の特性について掲載した（図6, 図7）。また、一連の研究調査および出版

活動に貢献した著者、現地の協力者からのメッセージも記載し、地域の人々に馴染んでもらえる工夫をした。 
 

  
図6 ネワール民家の空間構成 図7 宗教性と居住性の観点から見た中庭空間の類型 

 

5．出版物が示す地域資源と災害記憶継承・教訓 

  
出版の内容としては被災者からの発言そのまま載せて

いるが、その背景にある被災地の特性である伝統的民家

（5階建て以上の民家）や伝統的中庭空間（仏舎利等の存

在）については詳細にイラストで示た。 
 
（１）伝統的市街地ならではの恐怖 

5階建て以上の民家であるため、上階部からオープンス

ペースまでの避難が困難であること（図8, 9）、中庭から

オープンスペースまでの通路・路地（ガッリ）が崩れる

恐怖（図10）、震災による伝統的民家の木製の扉が開か

なくなり、閉じ込められた恐怖（図11, 12）を表現した。 
 
（２）伝統的市街地ならではの安心感（空間の利活用

と地域コミュニティの対応） 

 街区内に広い中庭があることで、被災者は自宅の近く

に避難生活を送ることができた。避難生活に必要な物は、すぐに自宅から持って来れた。各世帯へのスペー

ス配分（寝具をおくスペース）、炊き出し手配、情報発信など避難所としての機能が果たせるよう地域コミ

ュニティが災害対応を行っていた。これらの各場面を図13, 図14のようなイラストによって表現した。 

  
図 8 ５階建て以上のネワール民家の上階部からオ

ープンスペースまでの避難の困難性 

 
図9 避難の様子（伝統的中庭を表現している） 

 

5 

 

 

 
（３）避難所対応マネジメントの課題 

 子どもや介助の必要な高齢者がいることでプライバシーに関する問題や限られたトイレの利用など多くの

被災者が感じていた。限られた場所でいかに避難生活を乗り越えるかが課題だった。行政からは少量の物資

が提供されたが、課題は避難所となった中庭が事前に避難所として登録されていたにも関わらず、収容被災

者の人数・必要な物資の推測などのステップを踏まえたものではなかった。そのため、テントは5枚、限ら

れた飲料と食糧であった。それが、大勢な被災者に如何に平等に配布するかマネジメントが課題となった。  

 

（４）防災計画・備蓄計画への示唆 

避難生活においては被災者各自が自宅から寝具、食料を運んで生活したが、被災の多い民家の場合はそれ

ができず、地域コミュニティに頼るしかない世帯も少数いた。今回、個人・行政・地域コミュニティの共同

的対応についてイラスト付きで表現できたこと、研究成果も含められたことは、今後の災害の備えのための

意義のある出版物になったと考えている。また、将来的には地区防災計画・備蓄計画などにも示唆できるも

のだと考える。 
 

  
 

図10 トンネル上の通路での避難状況 図11 民家の木製扉が開けられず、閉じ

こめられた状況と恐怖 
図12 民家前がバイク置き場になっ

たことでの避難困難 

 
 

図13 避難場所となったナグバハル中庭 図14 世界遺産区域内の中庭空間が避難所として利用されている様子 

 
  

図15「寝たきりの高齢者はオムツがな

く、近くにいられなかった」 
図16「トイレの待ち時間が長かった」 図17「伝統的水汲み場の水は洗い物

などに利用できていた」 
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6 

６．出版イベントを通した災害記憶の共有 

 

   出版記念イベントは、トル・コミティ（町内会）と共同で開催し、区長がメインゲスト、トリブワン大

学IOE center of Disaster Studiesの教授、Kwopa Engineering Collageの教授、JICAの専門家などをゲストとして

招くことができた。当イベントにはトル・コミティが主催する他のイベントと同様に大勢のトルの人々が

参加された。その他、建築・土木の専門家、自治体として第16区のDisaster management committeeの役員や

青年会の方々など計200人弱が参加していた。また、イベント後は約250刷の本をトル会長に寄贈し、イベ

ントに参加されなかった方々や近隣の地域にもわたるようにした。そのほか、地区内外の小学校や図書館

にも配布した。地域コミュニティ・行政・大学といった多様な主体が同じ場所で災害の記憶を共有できた。 

７．おわりに 

 

    本稿では、これまで取り組んできた防災まちづくり活動や調査研究を災害記憶の継承に向けた出版物とし

て如何につなげたかを紹介した。災害の記憶を記録し、それを多様な主体で共有するこの試みは現地にとっ

ては初めてのことである。災害の教訓を地域防災に活かすには、今後も継続的な防災まちづくり活動が必要

であり、筆者らは今後も継続的な研究活動を行う所存である。 
 
謝辞：現地調査および出版活動においてはナグバハ・トル・コミティの会長Juju Ratna Shakya, Rabin Shakya, 
調査や編集においてはChandani Shakya, Sarina Shakya, Padma Shakya, Rimishna Manandharに多大の協力をいた

だいた。本研究と出版事業は、立命館大学歴史都市防災研究所研究施設運営支援費による補助を得て実施し
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Jiuzhaigou, one of the world natural heritage sites in China, was severely damaged by the earthquake in August 2017, 
and many traditional Tibetan residential buildings in its villages were seriously damaged. This paper takes the damaged 
Tibetan style residential buildings in Jiuzhaigou villages as research subject. The research methodologies of this paper 
include 1. the field investigation; 2. analyze the earthquake damage and post-earthquake restoration of the residential 
buildings; 3. Explore the correlation between local Tibetan traditional building structure, construction characteristics 
and earthquake damage. Finally, it is expected that the results of this study could be a valuable reference to the 
conservation and restoration of those vernacular residential buildings with local regional characteristics after 
earthquakes. 
 
Keywords: World Natural Heritage; Jiuzhaigou Valley; Earthquake; Post-disaster Restoration 
 
 
1. Research Background 
 

On August 8, 2017, a magnitude 7.0 earthquake struck the region near Jiuzhaigou (Fig.1) which is a 
world natural heritage site in China's sichuan province. 

This earthquake was the strongest one of 142 earthquakes happend in the region during 2012-2017. The 
epicenter of the earthquake is located in a village 5km west of Jiuzhaigou World Heritage Conservation Area. 
Until August 13，2017, 25 people was killed, 525 injured, 6 were disappeared ,176492 (including passengers) 
were affected and 73671 houses were damaged in varying degrees (including 76 collapsed)1) . 

Jiuzhaigou is the main tributary of the Baihe River, the Baihe River flows from west to east from the 
north of Jiuzhaigou. From south to north, the Zechawa ditch and Rize ditch gather in Nuorilang. After the 
Zharu ditch meets the Shuzheng ditch in the North, they flow together toward the north and finally into the 
Baihe River.  

Along the river, nine Tibetan villages are distributed in the valley (Fig.2). Since it is located in the border 
area of Sichuan Basin and Qinghai-Tibet Plateau, Jiuzhaigou village region is the Multi-ethnic mixed 
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